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論文では，600番の耐水ペーパーで研磨した25mm ×2.0mm ×2.0mm のコンポジットレジンサンプ
ルを用い，25KIU/L，50KIU/L，100KIU/Lおよび200KIU/Lの37℃アミラーゼ溶液に浸漬０日，１ヶ
月，２ヶ月，３ヶ月，６ヶ月および12ヶ月後における，材料の曲げ強さ，曲げ弾性率を万能材料試験
機（Instron 5565）用い，ISO4049：2009の指示に従い計測している。被験対象としては一種類のナ
ノフィラーコンポジットレジンと二種類のマイクロハイブリットフィラーコンポジットレジンを用い
ている。コントロールには人口唾液溶液を使用した。結果として，コンポジットレジンの曲げ強さは，
ナノフィラー材料では有意な影響を与えず，マイクロハイブリットフィラー材料では有意に影響を受
けることを見出した。また曲げ弾性率では，ナノフィラー材料は酵素活性の向上により曲げ弾性率の
向上が認められ，マイクロハイブリットフィラー材用は酵素活性の向上により曲げ弾性率の低下がみ
られた。すなわち本論文は，アミラーゼ活性の相違により，歯科用コンポジットレジンの力学的性質
が変化することを示したものであり，ホストとなる生体側のストレスレベルにより，コンポジットレ
ジンを用いた修復治療の成績が左右されることを示唆したものである。これらの知見は，生体材料を
歯という硬組織に用いることの多い歯科治療においても，ホスト側のさまざま因子を考慮することの
必要性を説くものでもある。
以上のことから，本論文は博士（歯学）の学位に値するものと判断される。
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